
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都発！確かな教育実践のために 34 

見方・考え方を働かせる 

探究とは？ 

適切な問い 

豊かな活用 

対話の充実 

 

京都市総合教育センター 

研究課・カリキュラム開発支援センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

  

基 

① 習得 a…1 時間の学習で新たな知識・技能を身に付ける 

② 活用 a…習得した知識・技能を用いて思考し， 

さらに新たな知識や技能を身に付ける 

③ 単元を通じて習得 a⇔活用 a を何度も繰り返す 

 

発 
❶ 習得 A…基礎的な探究のサイクルを通じ， 

概念や一般的な法則等を身に付ける 

❷ 活用 A…習得した概念や一般的な法則等を用いて考える 

基礎的な探究 と 発展的な探究 
 

からなる探究プロセス 
 

活用
Ａ

習得
Ａ

習得ａ

活用ａ

課題設定

追究

解決

評価

基礎的な探究 発展的な探究

追究 評価解決課題設定

探究プロセスの充実を支える 4つの視点 
 

見方・考え方 問い 対話 活用 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どんな特ちょうがあるのか考えてみ

よう。 

・どうしてそうなったのかな。なぜそ

うなったのか理由を考えてみよう。 

・（人々がやっていること等には）ど

んな意味があるのか考えてみよう。 

社会科 
調べ方・考え方編 

（中学年 ver.） 

 
 

・○○の[し料・お話]から□□ということがわかります。 

・○○のし料を見てみると，■■が[多い・少ない]と思いました。 

→そこから●●●●と考えます。 

→これまでの学習から，◎◎◎◎ということがいえそうです。 

 

＜くらべる＞ 

・○○と□□の[し料・お話]をくらべると，◇◇がおなじです。／◆◆がちがいます。 

 →・・・なよさがあるからだと考えます。／・・・な理由でちがうのだと思います。 

＜つなげる＞ 

・○○からは●●ということがわかります。□□からは■■ということがわかります。 

 →2 つをつなげて考えると，●●なのは■■だからだと考えられます。 

＜まとめる＞ 

・どのし料にも◎◎◎◎ということがいえます。 

・○○のし料からは●●ということが，□□のし料からは■■が，△△のし料からは▲▲ということ

がいえます。 

 →つまり，どれも◎◎◎◎だといえます。／◎◎◎◎なよさがあるといえます。 

＜にていることを見つける＞ 

・○○が●●は，前に学習した・・・ににています。 

→□□が■■ということと同じことが○○にもいえそうです。 

＜組み立て直す（自分なりの考えをまとめる）＞ 

・（わかったことを基にして） 

→○○することがより大切だと思います。なぜなら・・・だと考えるからです。 

いくつかのし料から考える時 

一つのし料などから考える時 

 

どのような予想をしていますか。みんなの予想も参考にしよう。 

調べたり考えたりする前に・・・ 

 

・何が多くて何が少ないかな。 

・どんな場所かな。 

・どのように使われているかな。 

・だれがやっているのかな。 

・どんな順番かな。 

・どんな気持ちでしているのかな。 

・どこが協力しているのかな。 

・グラフや表はどう変わったかな。 

・数や量にちがいはあるかな。 

・昔と今ちがいは？ 

・いつごろ変わったのかな。 

・どこがよりよくなったのかな。 

・どんな役わりがあるの？ 

・立場を変えて考えてみると…？ 

・どうなってほしいと願ってるかな。 

調べる時は・・・ 

 

・出されたし料を使って。 

・これまでの学習をふり返って。 

・自分のけいけんをふり返って。      

 

予想を立てる時は・・・ 

①予想を立てる時は…。 

 

 

③調べてわかったことをもとに
どうしてそうなっているのか，
なぜそうなっているのかなど
を考えよう。考える時は…。 

考える時は・・・ 

②いろいろなし料を

使ったり，見学し

たり，体験したり

して様々な事実を

見つけよう。調べ

る時は…。 

  

見方・考え方  安全なくらしを守る 「２ 事故や事件を防ぐ」（全 11 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
あ
う 

１
時
間 

つ
か
む 

３
時
間 

調
べ
る 

５
時
間 

【見方・考え方】④（空間・時間） 

・京都府内における交通事故発生件数は，年間

15000 件を上回る数であったが，平成 20 年以

降，年々減少してきており，平成 29 年では半

分以下の 7000 件ほどになったことを捉える。 

・平成 29 年の中京区における事故発生場所の地

図を提示し，作成した校区安全マップと比較

し，どのような所で実際に交通事故が多く起き

ているのかを捉える。 

→年々交通事故発生件数が減少しているがまだ

7000 件以上あることと，自分たちの地域にも

交通事故が起きそうな場所や実際に起きてい

る場所があることから，身の回りで事故が起き

る可能性が高いことを考えられるようにする。 

【見方・考え方】①（空間・時間） 

・事故を防ぐためにゾーン 30 が各地に整備され，

京都市内にも年々広がっていることを捉える。 

→様々な標識や標示が地域のいたるところにあっ

たり，ゾーン 30 などの場所が整備されたりする

ことで，交通事故が起きないようにしていること

を関連付けて考えられるようにする。 

【見方・考え方】⑤⑥⑦（相互） 

・警察署では地域のパトロールや交通誘導などを

通じ，交通事故が起きないようにしている。ま

た，交通事故が起きた際には，通信指令センタ

ーからすぐに連絡が入り，現場に急行できるよ

うにしていることや，通信指令センターから警

察署だけではなく，消防署など様々な機関に連

絡が届く仕組みを捉える。 

・事故が起きないように地域の方と連携している

ことを捉える。 

→様々な機関と連携することで，事故を防いだ

り，被害を小さくしたりしていることを考えら

れるようにする。 

・事件が起きないようにするためにパトロールや

聞き込みなどを行っていること，24 時間の勤

務体制をとることでいつでも対応できるよう

にしている等の工夫に着目する。 

→事故や事件からくらしの安全を守るために警

察署が中心となり，地域と連携していることを

考える。 

安全 

被害を小さくするための各機関との連携 

地域との連携 事故を防ぐ取組 

事故から守る 事件から守る 

ゾーン 30整備前後の様子 
（警察庁 HPより） 

中京区 事故マップ 
（京都府警 HPより） 

警察の取組 

学習活動 

見方・<考え方> 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

１  資料を提示

し，どのような

違いがあるのか

を調べる。 

 

 

 

 

２ これまでの学

習や提示された

資料等を基に予

想を立てる。 

＜類推＞ 

 

 

 

 

３ 殖産興業・徴

兵令・地租改正

を行った意味に

ついて，予想を

基に調べる。 

変化・発展・影響 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 民衆の思いに

ついて整理する 

 

 

 

 

５ 本時の学習問

題に対する答え

をまとめ，本時

の振り返りをす

るとともに，次

○1871 年に欧米の国々の政治や工業などを学びに 2 年間視察に出発した時の

様子です。その時のメンバーは次の通りです。 

・政府の中心の大久保利通や木戸孝允がわざわざ行ったんだ。 

・他にも岩倉具視や伊藤博文なども行ったんだ。 

○海外にまで学びに行った大久保利通たちはどのような国をつくろうとした

のでしょう。 

 

 

・外国に負けないような国づくりを目指したはずだ。武器や軍隊を強くしたの

ではないかな。 

・外国に政治のことを学んだということは，江戸時代までの制度と違う新しい

制度を取り入れたはずだ。 

・富国強兵のスローガンにあるように，富める国というのは豊かということだ

から，お金がたくさん生まれるよう工業に力を入れたのではないかな。 

・解放令にもあったようにいろいろな自由が認められる政策をしたのではない

かな。 

 

○政府が行った様々な政策にはどんな意味があったのでしょうか。 

・徴兵令は国民に兵役を義務化したものだ。強い軍隊をもちたかったのかな。 

・3年間も軍隊に入る必要性があったんだね。 

・富岡製糸場という機械が設置された大きな工場をつくった。 

・フランス人を呼んで技術を学んだようだ。 

・地租改正をしたことで，税を現金で納めることになったんだ。 

・現金で税を集めたことで国の収入は安定したようだね。 

 

○なぜ軍事力・経済力に優れた国づくりを目指す必要があったのでしょうか。 

・新しい工場や地租改正によって経済力を，徴兵令によって軍事力を高めよう

としたんだ。 

・富国強兵というのは経済・軍事力に優れた国づくりということだね。 

・海外のすすんだ国に支配されないようにするためには，軍事力を高める必要

があった。 

・経済力がしっかりしていなければ外国と対等に貿易もできない。 

・世界のすすんだ国と対等な立場になるためには，近代国家としての成立を目

指すことが必要だったんじゃないかな。 

 

○政府がなぜこのような取組をしたのか，その意図がわかったと思います。民

衆は政府の取組についてどう思っていたでしょうか。 

・富岡製糸場に驚いている民衆がいたようだ。 

・地租改正には反対一揆も起きている。 

・新しい負担に対して苦しむ民衆の一揆も起きている。全てが納得できたわけ

ではなかったようだ。 

 

○今日の学習のまとめをしましょう。 

 

 

大久保利通たちはどのような国づくりを目指したのだろう。 

大久保利通らは工業が盛んで軍事力のある国づくりを目指し，外国の制度を学び徴兵令や地租

改正などの様々な取組を行ったが，民衆は新しい負担に苦しみ，反対一揆をおこすものもいた。 

第１段階 

第２段階 

 

・どのように広がっているのだろう 

・いつどのような理由で始まったのだ

ろう 

・○○はどのように変わってきたのだ

ろう 

・どのようなつながりがあるのだろう 

主に社会的事象の 

   事実をとらえる問い 

見方・考え方シートの活用 

２段階の問いの設定 

空間・時間・相互作用の視点

を生かしながら事実を獲得

するための問いを設定。 

 

・なぜこの場所に集まっているのだろう 

・なぜ変わらずに続いているのだろう 

・どんな役割を担っているといえるの

だろう 

・○○することにどんな意義があるの

だろう 

主に社会的事象の 

  意味について考える問い 

社会的事象を見る視点や
考え方の具体を示した見
方・考え方シートを配布
し，適宜使用。 

 

1 時間の問いの提示場面を２段階
に設定し，考える視点を明確に。 

共有した事実を基に，その

意味や意義等を考える問

いを設定。 

第１段階 

第２段階 

（第６学年 「明治の国づくりを進めた人々」指導案より） 

（第４学年 「事故や事件をふせぐ」指導案より） 

 

各時間の学習で，子どもたちがより見方・

考え方を働かせて思考することが可能に！ 

位置や空間的な広がり，時期

や時間の経過，事象や人々の

相互関係などの見方や考え

方の具体を提示。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対話カードの活用 

対話の可視化 

子どもたちに対話アンケート

を実施し，対話の課題を共有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・○○について調べることができなかった人はいますか。 ・途中までしかできなかった人はいますか。  

・どのような解き方で考えましたか。  ・同じようなことを[調べた人・解き方をした人]はいますか。  

・他にどんなことがわかりましたか。  ・同じところ（資料）から違う見方をした人はいませんか。  

・☆☆さんはこの資料からどんなことを見つけましたか。  ・☆☆さんの意見は●●●ということでいいですか。 

 

 

 

＜調べてわかったことがたくさん出てきた上で＞ 

・特に大切なことは何かしぼっていきます。 

・出てきた意見を大事な順に並べ替えます。 

・特に大事なのはどの意見ですか。 

・なぜそれが大事だと思ったのですか？ 

・○○と●●という意見があります。どちらの意見がより

よいか，それぞれのよさを考えましょう。 

・どちらも大事で意見がわかれているので，一度他の意見

に目を向けてみます。 

 

 

＜様々な考えや意見が出てきた上で＞ 

・☆☆さんは・・・まで考えていましたが，この考えをつ

なげられますか？この先どう考えたらいいですか？ 

・◇◇ということがわかりました。ここからどんなことが

考えられますか。 

・□□という意見を聞いて，付け足しや新しく考えたこと

はありませんか。 

・なぜ□□のようにするとよいのですか。 

・●●という見方ができる，という意見が出ました。この

意見について賛成や反対，疑問はありますか？ 

・☆☆さんと★★さんは，◆◆という点は同じですが，◇

◇ということでは違いがありました。この違いについて

どう思いますか。 

様々な情報や意見からしぼったり，優先順位を付けたりする時 わかったことや考えたことに意見をつなげる時 

調べてわかったことや考えを出し合う時 

 

・これから○○について話し合います。・○○についての考えを出し合います。 

話し合いを始める時 

 

・●●●●と○○○○についてそれぞれ

の立場の意見を聞きたいと思います。 

・☆☆さんはなぜ●●●●と考えるので

すか。 

・★★さんは○○○○と考えています

が，今の意見を聞いて納得できるとこ

ろはありますか。 

・★★さんはなぜ○○○○と考えるので

すか。 

・それぞれの意見について質問したいこ

とや疑問に思うことはありませんか。 

 

対立している意見について討議する時 

 

【全員が発言できるように】 

・☆☆さんは今の意見についてどう思い

ましたか。 

・意見が出ないようなので，司会ですが

私の考えを発表します。 

【意見をつなげることができるように】 

・同じような考えはありますか。 

・みんな賛成ですか。 

【疑問や途中までの考えを大切に】 

・意見を聞いて疑問に思ったことや確認

したいことはありませんか。 

・どこまで考えられましたか。 

・どこで悩んだか話してください。 

【理解できているのか確かめるように】 

・☆☆さんの意見を確認したいのです

が，★★さん説明できますか。 

・同じ意見と考えてもよいですか？ 

意識しよう！話し合いを深める視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・○○の[資料・結果]を見てください。ここから□□ということが読み取れました。 

・☆☆さんと同じ[資料・結果]から，私は■■ということがわかると思いました。 

・◇◇の学習から□□ということがわかっているので，そこから●●●●と考えました。 

・まず・・・次に・・・だから・・・となると考えました。 

・わたしは～～だと思います。その理由は・・・・・・だからです。 

・最後まで考えをまとめることはできなかったけど，●●●●というところまで考えました。 

・違う視点から考えました。●●の[資料・結果]からは■■ということがわかると考えました。 

 

 

＜調べてわかったことがたくさん出てきた上で＞ 

・私は特に●●という意見が大事だと思います。なぜな

ら・・・と考えたからです。 

・☆☆さんと同じように●●が特に大切だと思います。理

由は少し違って～～だからです。 

・□□の方が大切だと思います。・・・という見方もいいと

思いますが，～～という視点はもっと重要です。 

・◆◆という意見は思いつきませんでした。でも，◇◇と

いうことを考えると，あまり重要ではないと思います。 

・●●と◆◆について考えました。～～という視点から●

●の方が大切ではないかと思います。 

 

 

＜様々な考えや意見が出てきた上で＞ 

・☆☆さんの●●ということから考えました。 

・☆☆さんはなぜ□□と考えたのですか。 

・□□という意見と●●という意見を併せると，◆◆とい

うことがいえるのではないかと思います。 

・わたしも□□と考えました。それは，～～だからです。 

・☆☆さんとは見方が少し違います。●●は同じですが，

○○ということも考えられるのではないかと思います。 

・みんなの意見をまとめると，◎◎◎◎ということがいえ

るのではないかと考えます。 

 

様々な情報や意見から絞ったり，優先順位を付けたりする時 わかったことや考えたことに意見をつなげる時 

調べてわかったことや考えを出し合う時 

 

自分の考えや意見はしっかりもとう。どこまで考えたかをしっかり伝えよう。 

話し合いを始める前に・・・ 
 

・私は●●●●と考えます。その理由は

～～だからです。 

・●●●●と考えています。～～という

考え方もできるからです。 

・今までの学習を振り返ると，□□とい

うことがわかっているので，●●●●

と考えられます。 

・●●●●という考えの～～の部分は納

得できます。しかし，◇◇という視点

では○○○○という考えの方がよい

と思います。 

・■■という立場では□□という視点が

弱いのではないかと思います。そこは

どう考えますか。 

・□□と考えることができるという意見

に納得できました。でもそうする

と・・・ということも考えられるので

はないでしょうか。 

対立している意見について討議する時 

 

【理由を明確にするときに】 

・だから・・・と思います。   

・なぜなら・・・といえるからです。 

【言い換えたりまとめたりするときに】 

・つまり・・・だと考えます。 

・それは・・・と考えられます。 

【考えを広げる時に】 

・○○ということは●●とも考えられま

す。 

・○○という他にも●●という考え方も

できるのではないでしょうか。 

使ってみよう！話し合いを深める言葉 

・意見は簡潔に，要約して話す ・意見を否定しない   ・共通点や相違点を考えながら聞く  

・一人でずっと話さない    ・最後まで話を聞く   ・決められた時間内に話す 

注意！！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

話し手 話した内容 

先生 秀吉の行った政策にはどんな意味があるのか，調べて分かったことを基に

グループで考えましょう。 

Dさん 前僕やったから A さんからどうぞ。 

Aさん 

 

えっと，他の大名と一向宗の仏教勢力をおさえて天下統一を成し遂げたこ

とと，大阪を中心とした物資の流れをつくって金や銀の鉱山を支配したり

することで収入を確かにした。平定した国々の検地を行い，田畑の広さや

土地のよしあし，耕作している人物などを調べて天下統一を目指した。 

Cさん すご～い。 

Bさん （拍手） 

Aさん 前半しかできなかった。 

Cさん （B さんに発表の順番を促す） 

Bさん 

 

金や…銀の鉱山？を支配したりすることで莫大な財力をたくわえて… 

え～っと～，海外にも，天下統一した秀吉は海外にも目を向けて中国を征

服しようとして二度にわたって大軍を送りました。 

Cさん え～っと～，大阪を中心とした物質（ぶっしつ）？ 

Bさん ん～，物資（ぶっし） 

Cさん 

 

物資（ぶっし）の流れを作ったり金や銀の鉱山を支配して莫大な財力を蓄

えて，田畑を広さやよしあしを調べて，耕作している人物も調べて，収入

を確かなものにした。 

Dさん 

 

ばくだいな？ばくだいな財力を蓄えたことはよかった。 

（まとめると秀吉は）資金化した？ 

ABCさん あ～。 

Bさん 資金化か～。 

先生 時間です。前を向きましょう。 

豊臣秀吉の行った政策には，どのような意味があるのだろう。 〈本時の問い〉 

〈予想〉 ・戦いを避けようとした。 ・農業を大切にしようとした。  ・外国に目を向けた。 

 

グループの対話の内容を次のように色分けしよう。 

・資料から分かったこと・・・青色 

・分かったことを基に考えたこと・・・赤色 

・それ以外・・・黄色 

                             

                            

                             

名前【             】 話合いの様子を調べよう 

〈ふりかえり〉 

 

 

資料１ 

資料２ 

さらに映像のやりとり

を文字起こししたワー

クシートを使い・・・。 

自分たちの対話の様子を映像

で確認し，課題を具体化。 

「考えを広げる」，「優先順位

を付ける」，「討論する」等，

必要な対話の場面に応じてカ

ードを使い分け！ 

自分たちの対話の実態を可視化し，
目指す対話像を認識できるように。 

どのように対話を行えば考えを深める
ことができるか，子どもたちに司会・話
し手のそれぞれのモデルを提示。 

各教科等の様々な

学習場面に応じた

対話が可能！ 

それぞれの立場に

必要な対話の視点

が明らかに！ 

 

 

  

 

 

 

話し手 話した内容 

先生 秀吉の行った政策にはどんな意味があるのか，調べて分かったことを基に

グループで考えましょう。 

Dさん 前僕やったから A さんからどうぞ。 

Aさん 

 

えっと，他の大名と一向宗の仏教勢力をおさえて天下統一を成し遂げたこ

とと，大阪を中心とした物資の流れをつくって金や銀の鉱山を支配したり

することで収入を確かにした。平定した国々の検地を行い，田畑の広さや

土地のよしあし，耕作している人物などを調べて天下統一を目指した。 

Cさん すご～い。 

Bさん （拍手） 

Aさん 前半しかできなかった。 

Cさん （B さんに発表の順番を促す） 

Bさん 

 

金や…銀の鉱山？を支配したりすることで莫大な財力をたくわえて… 

え～っと～，海外にも，天下統一した秀吉は海外にも目を向けて中国を征

服しようとして二度にわたって大軍を送りました。 

Cさん え～っと～，大阪を中心とした物質（ぶっしつ）？ 

Bさん ん～，物資（ぶっし） 

Cさん 

 

物資（ぶっし）の流れを作ったり金や銀の鉱山を支配して莫大な財力を蓄

えて，田畑を広さやよしあしを調べて，耕作している人物も調べて，収入

を確かなものにした。 

Dさん 

 

ばくだいな？ばくだいな財力を蓄えたことはよかった。 

（まとめると秀吉は）資金化した？ 

ABCさん あ～。 

Bさん 資金化か～。 

先生 時間です。前を向きましょう。 

豊臣秀吉の行った政策には，どのような意味があるのだろう。 〈本時の問い〉 

〈予想〉 ・戦いを避けようとした。 ・農業を大切にしようとした。  ・外国に目を向けた。 

 

グループの対話の内容を次のように色分けしよう。 

・資料から分かったこと・・・青色 

・分かったことを基に考えたこと・・・赤色 

・それ以外・・・黄色 

                             

                            

                             

〈ふりかえり〉 

名前【             】 

資料①

資料②

対話の内容で色分け

して課題を分析！ 

ライトプラン 

スタンダードプラン 

5分でできる! 

15分でしっかり!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかなか減らない自転車事故を減らすた

めに自転車を免許制にするべきだろうか。

警察署や地域の方々，様々な機関が
普段から交通事故の防止や防犯のた
めに活動したり法やきまりをつくること
で安全を守ったり被害を小さくしたりし
ている。

「事故や事件をふせぐ」

単元のまとめ

活用Ａ習得Ａ

習得Ａを生かす 

学習の内容を概念図等

でまとめ・・・。 

 

習得Aでまとめた概念図

等を用いて考えを深化。 活用Ａ 

習得Ａ 

活用場面の設定 

火災件数を減らして安全な街にする
ために自分たちはどのようなことが
できるのだろう。

消防署や地域の消防団等，様々な
人や機関が連携して火災からわた
したちの生活を守っている。

「火事をふせぐ」

単元のまとめ

活用Ａ習得Ａ

６０年前に中止になった通船をなぜ復活

させたのだろう。

京都から東京に都が移ってさみしくなっ
たため，北垣国道知事らは京都の町を
より住みやすく，さらに発展させ活気を
取り戻すために琵琶湖疏水の建設に
取り組んだ。

「きょう土をひらく 用水のけんせつ ～琵琶湖疏水～ 」

単元のまとめ

活用Ａ習得Ａ

多様な活用 A

の場面を設定。 

 

概念を活用して考える

場面を何度も設定し，

活用する力がＵＰ！ 

 

習得した概念等を用いて
さらに考えを深める場面
を設定。 
 

思考の流れが連続するよう，活用 Aは習得 A
を生かして考えることができるように。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎的な 

発展的な 

探究しよう！ 
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